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―「入って楽しい島大組合、なって楽しい組合役員」をめざして― 

  

1. 2010 年新体制で活動開始です。 
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新役員紹介 

○ 支部長 田部 恵（たなべ・けい）：経理・調達課 

・統合の時のような過酷な職場環境はかなり少なくなってきているのではないかと思いま

すが，いつかまたそんな状況が生まれないとも限りません。個人の力で出来ることには

限界があります。組合を通じて，少しずつでも働き甲斐のある職場になっていってほしい

と思っています。 

・昨年度末の時間単位の年次有給休暇に関する労使協定書の改定については，最終的

にはこれまでとほぼ変わらないこととなりましたが，力の弱い或いは事務の組合員の少

ない大学では時間休は 5 日間までしか取れないままで改定となった大学もあります。こ

の問題に限らず，もし組合がなかったら…普段あまり気にしませんが，少し考えてみませ

んか。 

・趣味はなんちゃってアウトドアです。キャンプ・山登り・川流れ…etc。本格的にカヌーを

やってみたいと思っていますが，例によってかじるだけで終わるのでは…。 

○ 会計担当 小林 弘典（こばやし・ひろのり） ：生物資源科学部 

     今年一年会計担当をさせて頂きます，生物資源科学部事務グループの小林です。振り

かえって見ると，今まで組合にはどちらかと言えば「お客さん」的な立場で参加してお

り，自分から運営に携わることはほとんどありませんでした。こういう機会はなかなかな

いチャンスだと思いますので自分なりに色々と考えながらやっていきたいと思います。  

どうぞよろしくお願いします。 

○ ニュース担当 小畑 宗平（おばた・そうへい）：経理･調達課 

組合のニュース担当になりました経理・調達課の小畑です。まだ何をしたらよいかわから

ない状況ですが，ニュース担当としてみなさんに情報を発信できればと思っています。 

普段はあまり外を出歩かないのですが、休みが長いと急に旅行に行ったりします。先日

は龍馬伝にちなんで京都の坂本龍馬の墓へ行って来ました。また、今年の夏は海に川に

山にと島根の自然を満喫していました。なので、日焼けしすぎました。来年は紫外線対策

をしっかりしたいと思います。 

○ 高口 満子(たかぐち・みつこ）：経理･調達課 

 経理・調達課の高口です。初めての役員で分からないことばかりですが、お誘いただだ

いたのを機に色々勉強させていただき、少しでもお役に立てればと思います。よろしくお

願いします。  
 近年、アルパカという動物にはまっています。可愛さのあまり、部屋にアルパカ

人形が増えて、ちょっと不気味になってきました。最近は CMなどで全国区にな
りつつありますが、ご存知ない方はぜひ検索してみてください。とってもかわい

いですよ。 

 
○ 金山 薫（かなやま・かおる）：生物資源学部 

   このたび 支部役員になりました、生物資源科学部（農林・資源経済学講座）の金山で

す。長男は松井秀喜（エンゼルス）、次男は中田 翔（日ハム）、私は高橋尚子と誕生日

がいっしょです。休日は子どものスポーツ観戦、応援、当番に励んでいます。毎日慌しく

過ぎていきますが、大好きな大学で働けるのを幸せに思っています。どうぞよろしくお願

いします。 



 

2 ここにタイトルを入力 

   

槇原 芳子（まきはら・ふさこ）：生涯学習教育研究センター 

  今年度役員をさせていいただくことになりました槇原です。組合活動について何もわかりませんので、この機会に知る

ことができたらなぁと思っています。そしてもう一つ思っていることがあります。年齢とともに崩れる体形を何とか止めた

い（少しの努力で）と思っています。このような私ですが、みなさんに教えていただきながら頑張りますので、よろしくお願

いいたします。 
 

○ 中央執行委員 

 ・江藤 誠(えとう・まこと)：情報企画課 

   この度，中央執行委員会委員を務めさせていただくこととなりました。組合に加入して７年目です。働きやすい職場に少

しでも貢献できるよう，頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

・須山 弘一（すやま・こういち）：施設企画課 
 

施設企画課の須山です。支部役員でレク担当を２年させていただきましたが，今年は中執役員をさせていただくこととな

り，中執でもレク担当になりました。企画ご案内の際は是非ともお越しください。 

 

４月に第一子が生まれました。毎日いろんなことが起きて大変ですが面白いです。 

歌えるオヤジを目指して特訓中です。 
 

みなさまのご協力、よろしくお願いします。 

 

2. 職員支部総会が開催されました。 

 

心理テストです。質問は４項目、診断結果は次ページです。 
 
１． あなたはガーデニングに挑戦してみることにしました。手作りの庭に、あなたは何種類くら

いの花を植えようと思いますか 
 

２． 大切に育てた花が、ある日突然、あなたに話しかけてきました。花は、何と言いましたか。 
 
３． 昨夜の嵐のせいで、せっかく作った庭はメチャクチャ。さあ、どうしましょう。 
 
４． ところで、あなたはガーデニングが好きですか。好きならその理由を教えて下さい。もし、

興味がないなら、その理由を教えて下さい。 

■職員支部総会の開催 
 
 7 月 9 日（金）昼休み 法文学部 2F 多目的室にて職員支部総会が開催されました。 
 （附属農場からも出席者が有りました。出席された皆様，また委任状提出の皆様，ありがとうございました。） 
・21 年度活動報告及び決算，22 年度活動予定及び予算をそれぞれ報告・承認。（詳細は配布済み総会資料をご覧

ください） 
・新旧役員挨拶。支部長，例によってグズグズテレテレな司会で支部長ってあんなもんでいいのかって感じ… 
 あんなもんしかできません…。 
 
・須山 弘一さん，全大教の全国教研集会の参加報告。比較的年配の参加者が多い中で若い人は歓迎された模様

です。 
 島大組合を全国にアピールしたようです（？）。（ほどほどにしといてね…） 
・総会参加者間でも顔を知らない人，多数あり。交流会などで知り合いになりましょう。 
・あなたの熱を周りに伝えましょう。そのことが組合員拡大・後継者育成・職場環境改善につながります。 
 
○出席者の感想  
・時間単位の年休取得について話があったが、組合がなかったらどうなっていただろうと考えると改めて組合の重要

性を感じた。 
 

 

ちょっとここらでひとやすみ・・・。 
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３．時間単位の年休取得について  

 

  

くみあいニュース 2010 年 3 月 30 日号より（抜粋） 
 
「労働基準法の改正により今年４月から年５日を限度に時間単位での年休取得がで

きるようになりますが，現在でも法定外年休について時間取得が可能であり，そのこ

とを労使協定に盛り込むよう過半数代表と連携しながら取り組みました。その結果、

新たに結ばれる労使協定書においては、「必要があると認められる場合は，1 年に

つき５日の範囲を超えて時間単位による年次有給休暇を取得できることとする」との

一文が盛り込まれ、基本的には従来と同様に時間単位での取得が可能となりま

す。」 
 
 時間単位の年休取得が年５日に限定されることについては職員の皆さんからも過

半数総代表者に多数の意見が寄せられました。その意見や組合の活動がなけれ

ば，時間休の取得は年間５日が限度となった可能性は高いと思われます。また，労

基法の趣旨からすると年 5 日が限度となるべきことのようですが，厚生労働省本省

労働基準局監督課からは国立大学の場合は従来通りで差支えないとの回答を得た

との情報を全大教を通じて入手していたことなども影響したと思われます。 
 もし組合がなかったらどうなっていたでしょうか…。 
 

４．映画鑑賞補助の職員支部からの補助中止について 

組合中執が行っている映画券の補助は手出しが 300 円かかりますが，昨年までは職員

支部独自の企画としてその 300 円を支部から補助していて，今年度の予算にもあげて

いました（50,000 円，約 160 人分）。 
 
しかし，組合財政改善のため今年度から支部への還元金が大幅に減額となることから，

財政的に厳しい支部運営が迫られます。このため支部役員会で相談した結果，今年度

はこの補助を中止とさせて頂きたいと思いますのでご了承ください。予算難は当初から

想定されていたことなのですが，大変不束な運営で申し訳ありません。 
 
 

 
 
前ページの診断結果です。それぞれの回答で以下のことがわかるそうです。 
 

１． あなたにふさわしい家族構成（家族の人数） 
２． パートナーに対する思い 
３． 家庭の危機に遭遇した時の対処の仕方 
４． 結婚に対して抱いている憧れや不安 

 
ちなみに私の回答は、 
 

１． ３ 
２． 元気～？？ 
３． あきらめる。 
４． めんどくさい。 

 
でした。しばらく家庭は持たないほうがよさそうです 

 



 

4 ここにタイトルを入力 

                    

こんにちは、組合支部役員の高口です。去る 9 月 4 日(土)～5 日(日)に、神奈川県横浜市で行われ

た全大教青年部交流集会に参加してきましたので、紙面をお借りして報告させていただこうと思いま

す。 
 
 島根大には組合青年部が無いこともあり、どんな大学のどんな年齢層の方々が集まるのか、ドキド

キしながら会場に行きました。驚いたのは、参加者がとても若かったことです。勤続１～２年の方が多

く、中には 18 歳(！)の若々しい組合員さんもおられました。出席されていない加盟大学もありました

が、その一方で何人も若手が出席された大学もあり、活発に活動している組合が多数あることを実感

しました。 
 
 主な企画として、テーマ｢組合青年部の活動をいかに広げていくか｣ということで各班討論を行い、最

後に発表を行いました。どの班にも共通する意見として、｢採用時に積極的な勧誘で組合員を増やし

ていくことが有効ではないか｣、「組合に参加するメリットを強調していくことが必要である」等が挙げら

れました。また、各大学の規模大小によっても「組織が違うと連絡が取りづらい」、「運営に関わる負担

が大きい」等の事情に応じた問題を抱えていることも分かりました。 
 

 また、夜の懇親会では、元本学教員の全大教・長山副委員長の挨拶のもと、和やかな雰囲気で

意見交換が行われました。 
 

全体の感想として、採用間もない活発な組合員やそれを引っ張る先輩組合員の皆さんの情熱を感じ

ました。各大学とも財政・人員面厳しいながらも、楽しく組合活動されているようです。以上乱文なが

ら、報告とさせていただきます。(経理・調達課 高口) 
 

５．全大教青年部・青年交流集会 

 

 

発行が遅くなりまして申し訳ありません。 
 
もう９月ですね。今年は暑くてなんだかいつ夏が終わったかよくわかりませんでしたが、個

人的には海で泳いだり、スイカ割りしたり、花火したり、かき氷食べたり、バーベキューした

りして、小学生みたいな夏でした。 
 
季節の変わり目で急に寒くなったりすることもあるかもしれません、体調にはお気を付け下

さい。 
 
ほか、紙面についてご意見・ご要望等ありましたらお寄せ下さい。 
 
それではまた次回・・・ 


